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                REPORT OF A CASE 
            Shinji  HARA, Harunari YAMAGUCHIand Kinzo CHOKYU 
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                      (Director Prof. Jyoji Ishigami) 
   A case of 32 years old man who had a chief complaint of sterility was found to have 
 primary bilateral leiomyoma of the epididymis. The clinical, laboratory and histological 
findings of the case were reported. In reviewing the literatures, the case was found to be the 
48th instance as tumor of epididymis and to be the 12th instance as leiomyoma of the 
epididymis o far reported in Japan.
緒 言
副睾丸に発生す る腫瘍は,良 性 悪性 を問わず
稀 で,本 邦 にお いてはi916年坂 口氏の.報告を噛
矢 とし,現 在迄 に 文献上48例を 見 るに 過 ぎな
い.最 近我 々は不妊 を主 訴 とした両側副睾丸平

















ず,膀 胱 部,外 陰 部 に 異 常 は な い.両 側睾 丸 共 にやや
少 で,硬 度 はや や 硬 で あ る.前 立 腺 は 正 常大 で 圧痛を
認 め ない.左 側 副 睾 丸 尾 部 に 一致 して 腕 豆 大,弾 性
硬,表 面 平 滑,無 痛 性 の 腫 瘤,右 側 副睾 丸尾 部 に も小
豆 大,弾 性 硬,表 而 平 滑,無 痛 性 の腫 瘤 を夫 々1個 触
知 す る.両 腫 瘤 共 に 睾 丸,皮 膚 との癒 着 はな い.両 側
精 管 は 正 常 で あ る.
諸 検 査 成 績:胸 部X線 像 に 異常 な く,血 沈1爵 間
4mm・2時 闘6mm・ ツ反 応 は12才で陽 転.末 梢蝉
所 見で は 赤 血 球 数480万,白血 球 数6,400,血色素94%
(ザー リー法)血 滴梅 毒 反応 陰 性.肝 機 能 検査,」無
浩 蛋 白,同 電 解 質,1麺1液残 余窒 素 な ど血 液 化学 検査は
す べ て 正 常 値 を 示 した.排 泄 性 腎 孟 造 影 で は腎 孟尿管
等 に 異 常 を 認 め な い.
内 分泌 的 検1舶戎績:尿 中17-KS値6.2mg/day,尿中
ゴナ ド トロ ピン排 泄 値6m .u.u./dayで共 に 正常下界
値 を 示す.尿 中エ ス トロ ゲ ン総 値 は23.25r/dayでや

























































発生頻度:副 睾丸腫 瘍は悪性,良 性 を問わ ず



















得 ている(表1)こ の うち良性腫瘍 のろにつ
いてうる と,Adenomatoidtumorが71例(53
%)で 圧 倒的 に多 く.平 滑筋腫 は14例(10%)
で これに次いで いる.他 方本邦 におけ る副華丸
腫 瘍 の報告例 では,1916年坂 口氏 の18才男子 に
認め られ た癌腫 を もつて鴨矢 とし,平 滑筋腫 で
は同 じく坂 口氏 が 翌 年32才男子のAdenomy一
150 原 ・山口 ・長久一両側副寒丸に原発した平滑筋腫の1例
Oma(組織学的 には平滑筋線維 の増殖 が著 明)
の1例 を報告 している.そ の後松 山氏(1951)
は本邦例12例を集 め,う ち悪性6例,良 性6例
で,こ の うち平滑筋腫は3例 が認 め られ る,ま
た藤 田 ・佐藤氏(1960)は本邦におけ る平滑筋
腫7例 を報告 し,三 木氏(1961)の統計的観察
では41例の 副睾丸腫瘍 中 平滑筋腫 は9例 であ
る.我 々が本邦文献上副睾丸腫瘍 を集計 した結
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の平滑筋腫 のろ につ いて表記す る と表3の 如 く
であ る,
発生原因:平 滑筋腫 の発生原因 としては現在
2つの説 があ り,その1っ はRubaschow(1926)
の ウオルフ氏体 の迷芽 に より発生す る胎生性真
性腫瘍説,他 の1つ はOberndorfer(1931)の
炎症性 偽腫 瘍説(EntzUndlichPseudo-Tumor)
である.後 者説 によると副睾丸に発生す る腫瘍
には胎性的 な もの もあるが,他 に炎症 によつ て
生 じる2次 的腫瘍が ある と述べ ている.即 ち慢
性 副睾丸炎等 の炎症 による出血,滲 出物等 の器
質化 に伴 う増殖性機転に よ り生 じ,組 織学的 に
硝子様 の割合 に核 の少 い結合織が見 られ る と共
に,平 滑筋線維が強 く増殖 し,線 維腫或は筋腫
に類似 した病像 を是 する場合 である.か か る見
解 は本邦 において も高安 ・笹川(1946)が報告














織の増殖が強 く見られる点か ら,む しろ炎症性
偽腫瘍 と考えられると述べている.また松山例
の他では,川井 ・辻 ・井上 ・大久保(1953)例
も同じく組織所見より自己の報告例を炎症性偽
腫瘍であると結論 した.上 出(1953)の報告例












以上の諸点 より本例 はRubaschow氏の述 べ
た胎生 性腫瘍 として 差支 えない もの と思 われ
る.
臨床症状:平 滑筋腫 に特有な ものはな く,一
般に副睾丸腫 瘍の際 と同様 で ある.即 ち大部分
は副睾丸部の結節又 は腫瘤 形成 を主訴 としてい
る.自 覚的には疹痛 を訴え る者 が約半数 におい
て認め られ,そ の 程度は 種 々であ り 一定 しな
い.反 面無症状 で 経 過す る 者 も 多 い と云われ
る,腫 瘤の大 ぎさでは小豆大 か ら鳩卵或 はそれ
以上のものまで報告 され てい る.不 妊 を主訴 と
した例では遠藤(1960)の36才,両側性 の1例
についで 自家例は本邦第2例 目で ある.し か し
本腫瘍が直接不妊 の原 因 となつたか否か につ い
ては明 らかで ない.自 家例 ではその睾丸生検像
が無精細胞症(Sertolionlytubule)の像を示
し,前述 の内分泌学的諸検査成 績か らみ て不妊
の原因が必ず しも平滑筋腫 の発生 と関連す る と
は云い難 いものが ある.
患側:我 々が集計 した12例中,右 側5例,左
側5例,両 側2例 で左右差 を認 めていな い.し
か し両側に発生 した2例 では いつれ も不妊 を主
訴としてお り,叙 上の如 くこれが直接不妊 に関
係あるか否 かは別 としてい きさか興味深 い もの
がある.
年令的関係:最 低27才より最高69才で,20才
台2名,30才 台4名,40才 台2名,50才 台1
名,60才台3名 とな り,年 令 と発生 の相互関係






2本 症例 は副睾丸腫瘍 と しては本邦文献上
48例目で あ り,ま た副睾丸平滑筋腫 としては12
例 目の もので ある.
3平 滑筋腫 の 発 生 学 的 分類 ではRubas-
chowの胎生性 真性 腫 瘍説 及 びOberndorfer
の炎 症性偽腫 瘍説 の2説 が あるが,本 例は組 織
学的所 見及びその病歴か ら胎生性真性腫瘍 と考
えたい.
4不 妊を主訴 と したものは本例が本邦第2
例 目であ るが,平 滑筋腫が直接不妊の原因 とな
つたか否 かは断 定 し難 い.ま た本例 はその睾丸
生検像 で所謂Sertolionlytubuleの所 見を示
したが,こ の ことも腫 瘍発 生 との間には何 ら因
果 関係 が無い もの と考 え られ る.
(石神教授の御校閲を謝す)
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